
Ⅰ．緒　言

　鉢物用カーネーションは本県の主要な鉢花で，その
ほとんどが母の日向けに生産されている。しかし，開
花がすぐになくなる，あるいは蕾が咲かずに枯れるな
ど，消費者の手に渡ってからの品質低下が問題になっ
ている。
　鉢花の品質保持に対しては，生産，流通，消費の各
段階における様々な条件が関与していると考えられる
が，比較的強い光を必要とするカーネーション（8）は，
主として弱光ストレスによって品質低下が早まってい
ると考えられている。とりわけ生産段階と消費段階に
おける光環境の較差は非常に大きく，生育に好適な生
産時の光条件から，生育に十分とはいえない消費段階
での光条件下に，短期間のうちに変化させられること
になる。鉢花の出荷後の光条件と品質保持に関しては，
アフリカホウセンカ（1），シクラメン（4，7），デルフィ

ニウム（9）などで報告があり，弱光下では花持ち期間
の短縮や落蕾，落葉，葉の黄化や枯死，茎の徒長など
により品質低下が早まることが明らかにされている。
　そこで本実験では，消費段階における管理指標の資
料を得るため，光強度が鉢物用カーネーションの品質
保持に及ぼす影響について検討した。

Ⅱ．材料および方法

　‘ベイビーハート’を供試し，光合成有効光量子束
密度を9.8 μmol・m-2・s-1（≒0.7klx，以下弱光），51.6
μmol・m-2・s-1（≒3.2klx，以下中光）および274.2
μmol・m-2・s-1（≒17klx，以下強光）に設定した人工
気象室内へ，2001年5月17日に各区7鉢ずつ搬入し
て実験を行った。光源は，弱光区では昼白色蛍光灯，
中光および強光区ではメタルハライドランプを用い，
日長12時間，気温20℃，湿度約60％に設定した。搬
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Summary

The effects of interior light intensity on qualitative maintenance of potted carnation (Dianthus caryophyllus L. cv. 
Baby Heart) were determined. Plants were maintained at different photosynthetic photon flux densities (PPFD) of 
9.8μmol・m-2・s-1, 51.6μmol・m-2・s-1 and 274.2μmol・m-2・s-1 for 35 days. The plants opened 4.5, 7.8 and 13.7 
flowers, respectively, when maintained at PPFD of 9.8μmol・m-2・s-1, 51.6μmol・m-2・s-1 and 274.2μmol・m-2・
s-1. The number of yellowing leaves decreased when PPFD increased, and the number of dead flower buds were 
fewer at PPFD of 51.6 or 274.2μmol・m-2・s-1 compared to plants at PPFD of 9.8μmol・m-2・s-1. The largest corolla 
diameter and good petal color were obtained at PPFD of 274.2μmol・m-2・s-1. 
 On the basis of this investigation, the best result was obtained at PPFD of 274.2μmol・m-2・s-1 for qualitative 
maintenance of potted carnations. It is considered that putting the plants under high interior light conditions such 
as a place near windows will be effective to maintain the quality of potted carnations.
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入後，開花数，黄化葉数，枯死蕾数を3～4日間隔で調
査した。また，観賞開始1週間後に開花した花につい
て，開花5～7日後に花径および花色（色彩色差計；
日本電色工業社製NR3000）を測定した。さらに，搬
入時に発達ステージの異なる蕾ごとに，開花および枯
死状況を調査した。観賞価値のなくなった花，黄化葉
および枯死蕾は調査時にその都度除去した。供試株は
2000年10月27日に挿し芽をし，11月30日に2.5号
鉢に鉢上げ，2001年1月19日に最終摘心，3月29日
に3.5号鉢に鉢替えして育成した。栽培は最低夜温10
℃に設定したビニルハウス内で行った。
 

Ⅲ．結　果

　開花数　観賞期間中の1鉢当たりの総開花数は弱光
区，中光区および強光区でそれぞれ4.5，7.8および
13.7と光が強いほど多くなり（表1），光強度と開花数
には高い相関が認められた（図1）。同時開花数は光が
強いほど多く推移し，中光区および強光区では観賞開
始17日後に最大となり，その後減少した（図2）。開
花数の減少は光が弱いほど早まる傾向がみられたが，
観賞35日後にはいずれの光強度でも開花数が1以下
となった。開花数の増加はおおむね観賞開始17日後
までで，それ以降は開花数の増加はほとんどみられな
かった（図3）。

　黄化葉ならびに枯死蕾　観賞期間中の黄化葉発生数
は弱光区，中光区，強光区でそれぞれ27.0，18.5，4.4
となり，光が強いほど少なくなった（表1）。黄化葉の
発生は観賞開始17日後からみられ，その後増加した
が，増加程度は光が弱いほど大きくなった（図4）。観
賞期間中の枯死蕾数は弱光区，中光区，強光区でそれ
ぞれ11.9，5.4，1.5となり，弱光区で最も多くなった
（表1）。発生は弱光区では観賞開始17日後からみら
れ，その後直線的に増加したが，中光区および強光区
での発生はやや遅く，増加程度も小さかった（図5）。
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表1 観賞時の光強度が鉢物カーネーションの品質保持に及ぼす影響
花色y花径y枯死蕾数z黄化葉数z開花数z光強度

b*a*L*（cm）（個）（枚）（μmol・m-2・s-1）
－11.6b25.4b75.5a 4.7b11.9a27.0a　 4.5cx  9.8
－12.5b33.6a72.3ab4.7b 5.4b18.5b 7.8b 51.6
－　9.4a35.6a70.2b 5.2a 1.5b 4.4c13.7a274.2

ｚ：観賞期間中（5/17～6/21）の総数
ｙ：5/24～26に開花した花について5/31に測定
ｘ：同列のアルファベットはTukeyの検定（5%レベル）により同符号間に有意差なし

図3 観賞時の光強度が鉢当たりの累積
開花数の推移に及ぼす影響　　

図1 観賞時の光強度と開花数との関係 図2 観賞時の光強度が鉢当たり開花数
の推移に及ぼす影響　　　



　花径ならびに花色　花径は弱光区および中光区で
4.7cmだったのに対して，強光区で5.2cmと大きく
なった。花色はL*は弱光区で75.5，強光区で70.2，中
光区ではこれらの中間となり，光が弱いほど大きく
なった。　a*は弱光区で小さく，b*は強光区で大きく
なった（表1）。
　蕾発達ステージ別の開花，枯死状況　開花率は光が
強いほど，また，蕾が大きいほど高くなった（表2）。
強光区では蕾ステージⅡ，Ⅲ，Ⅳの開花率はそれぞれ
69.2，100，100％となったが，弱光区では18.2，27.3，
91.7％であった。枯死率は光が弱いほど，また，蕾が
小さいほど大きくなった（表2）。強光区では蕾の枯死
はみられなかったが，弱光区では蕾枯死率はステージ
Ⅱで81.8％，Ⅲで72.7％，Ⅳで8.3％となった。ス
テージⅣの蕾が観賞開始から開花するまでの日数は，
弱光区，中光区，強光区でそれぞれ7.9，6.4，4.8日
となり，弱光ほど開花までに日数を要した，開花期間
はそれぞれ10.1，7.4，10.9日となった。
 

Ⅳ．考　察

　鉢物カーネーションの品質保持に及ぼす観賞時の光
強度の影響について，弱光（9.8μmol・m-2・s-1），中
光（51.6μmol・m-2・s-1）および強光（274.2μmol・
m-2・s-1）で検討した。観賞中の開花数は光強度が減少
するほど少なくなり，同時開花数も弱光ほど少なく
なった。また，黄化葉や枯死蕾の発生は弱光ほど多く，
光が弱いほど品質低下が早まった。弱光区では開花数
が少ないことに加え，開花数は観賞開始7日後をピー
クに早期に減少し，17日後から黄化葉や枯死蕾が発生
し始め，その後急速に増加し，35日後には開花が無く
なった。強光区ではステージⅡ程度の比較的小さな蕾
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表2 観賞時の光強度が鉢物カーネーションの発育段階を異にした蕾の開花率，
 枯死率，蕾ステージⅣの開花までの日数および開花期間に及ぼす影響　　

開花　

期間x

（日）

開花まで
の日数x　

（日）

蕾枯死率z（％）蕾開花率z（％）光強度

ステージⅣステージⅢステージⅡステージⅣステージⅢステージⅡ y（μmol・m-2・s-1）

10.17.98.372.781.8 91.7 27.318.2  9.8
 7.46.4027.375.0100   45.50 51.6
10.94.8000100  100  69.2274.2

z：蕾開花率は6/21まで，蕾枯死率は6/30まで調査
y：図６の蕾ステージによる（蕾ステージは観賞開始時のステージ）
x：ステージⅣの値

図5 観賞時の光強度が鉢当たりの枯死
　蕾累積数の推移に及ぼす影響

図4 観賞時の光強度が鉢当たりの黄化
　葉累積数の推移に及ぼす影響

図6 蕾ステージ（左からⅡ，Ⅲ，Ⅳ）



も開花して開花数が増加したのに対して，弱光区では
ステージⅣの蕾の開花率は高かったものの，ステージ
Ⅲ以下の蕾の開花率は30％未満と低く，枯死率が高く
なった。蕾収穫された切り花や，花序中に多数の蕾を
持つ切り花は，蕾の発達および開花に多くの炭水化物
が必要であり（2），蕾段階で採花された切り花カー
ネーションの開花液にショ糖を添加することにより，
開花率が向上することが報告されている（5）。切り花
カーネーション生産においても遮光を行って光を制限
した場合は，葉および花弁中の糖の総含量およびデン
プン含量が低下することが明らかにされている（6）。
鉢物用カーネーションは一株に数～十数本の側枝を持
ち，それぞれの側枝に多くの未熟花蕾を持つ。これら
の蕾を開花させるには相当量の炭水化物が必要と考え
られるが，弱光下では光合成速度の低下や呼吸量の増
大により炭水化物が減少し，エネルギー不足により開
花数が制限されたものと考えられた。このことは，弱
光ほど蕾の枯死および黄化葉の発生が増加したことか
らも推察される。棚瀬ら（9）によると，デルフィニウ
ム鉢花は弱光下で小花の花持ちが短く，光合成速度の
低下，花器官の糖含量の減少，小花のエチレン生成量
の増加がみられ，弱光下では光合成が抑制されること
によって小花中の糖含量が減少し，それに伴ってエチ
レン生成が促進されて花持ちが短縮されるとしている。
カーネーションの品質保持にもエチレンが関与してい
ることから，デルフィニウムと同様に弱光ストレスに
よるエチレンの影響も考えられる。
　一方で，弱光条件では開花数は減少したものの，開
花が全くなくなるまでの期間は強光条件と大差がな
かった。蕾収穫された切り花カーネーションでは，
0.2～3klxの間で日持ち期間の影響が認められていな
い（5）。本実験でもステージⅣの蕾の開花期間は中光
区で短かったものの，弱光区と強光区はほとんど差が
なかった。しかし，弱光下では小さい蕾は枯死する割
合が高いため，開花数が少ないまま経過し，最終的に
は強光下よりやや早く開花がなくなるといった開花パ
ターンを示したものと考えられる。鉢物カーネーショ
ンでは数本の側枝を一斉に摘心して，その後発生する
側枝の成長をそろえ，母の日の出荷にあわせて多くの
花蕾を確保する栽培方法が一般的である。このような
栽培方法では，花は一斉に開花し，その後は開花がな
くなるものと考えられ，本実験では強光区でも観賞35
日後には開花数が1以下となったことから，3.5号鉢で
はおおむね7週間程度が観賞期間の限界と考えられた。

強光下では比較的小さな蕾も開花することから，摘心
時期をずらすなどして発達ステージの異なる側枝を連
続的に配置することにより，観賞期間を長くできる可
能性があるものと考えられる。
　光が弱いほどL*は大きくa*は小さくなり，花色が薄
くなった。カーネーションの花弁表色はアントシアニ
ン生成量との関係が深く，低照度では退色がみられア
ントシアニン生成量も低い（6）。花色の退色は品質低
下の一つと考えられ，鮮やかな花色を保つには強い光
を当てる必要がある。
　以上から，鉢物カーネーションは弱光下で観賞する
と開花数の減少や黄化葉，枯死蕾の発生増加，花色の
退色などにより品質低下が大きくなり，274.2μmol・
m-2・s-1程度の強光下で管理することが品質保持に有
効であることが明らかになった。5月上旬の栽培温室
内の光強度は1350μmol・m-2・s-1（≒78klx，晴天日
正午の実測値）とかなり高いが，屋内で観賞される場
合，人工光下の一般事務所の床面上の光強度は6.8μ
mol・m-2・s-1（白色蛍光灯を使用し照度0.5klx，1μ
mol・m-2・s-1＝74lxとして算出）と弱光条件である
ため（3），窓際などの明るいところ（直射日光の当た
る窓際556μmol・m-2・s-1＝30klx，直射日光の当た
らない窓際37μmol・m-2・s-1＝2klx，（3））で観賞す
る方が品質保持に効果的であると考えられる。

Ⅴ．摘　要

　鉢物カーネーションの品質保持に及ぼす観賞時の光
強度の影響について，光合成有効光量子束密度9.8μ
mol・m-2・s-1，51.6μmol・m-2・s-1お よ び274.2μ
mol・m-2・s-1で検討した。観賞期間中の1鉢当たりの
開花数は，9.8μmol・m-2・s-1，51.6μmol・m-2・s-1お
よび274.2μmol・m-2・s-1でそれぞれ4.5，7.8および
13.7と，光が強いほど多くなった。黄化葉数はそれぞ
れ27.0，18.5，4.4と光が強いほど少なく，枯死蕾数
は11.9，5.4，1.5となり，274.2μmol・m-2・s-1で最
も少なくなった。　274.2μmol・m-2・s-1で花径が大き
くなり，花色も濃くなった。
　以上から，鉢物カーネーションの品質保持効果は
274.2μmol・m-2・s-1で最も高く，室内で観賞する場
合は，窓際などの明るい場所に置くことが品質保持に
効果的であると考えられる。
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